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平成２１年度第２回越谷市障害者施策推進協議会 
会議録 

 
１．日  時：平成 22 年２月 19 日（金） 14:00～16:03 
２．場  所：本庁舎５階第１委員会室 
３．出席者等： 

(1) 出席委員：15 名：朝日委員、星野委員、黒田委員、田口委員、益子委員、佐

藤委員、越野委員、平野委員、高野委員、小柳委員、松田(和)委員、

関沢委員、樋口委員、福田委員、友委員 
(2) 欠席委員：４名：松田(繁)委員、深代委員、齋藤委員、樋上委員 
(3) 事 務 局：中山健康福祉部長、小勝児童福祉部長、瀧田障害福祉課長 

（自立支援担当）加藤副主幹、鈴木主査、藤城主査、梅澤主事、野

尻主事 
（障害福祉推進係）濱野係長、小西主任 

４．傍 聴 者：なし 

５．次  第 

１．開会 ２．会長あいさつ ３．議事 ４．その他 ５．閉会 
６．会議資料 

・障害者地域自立支援協議会の概要 
  ・仮称越谷市障がい者施設建設工事 説明会資料（写） ※当日配付 

・越谷市障害者地域自立支援協議会に関する要領 ※当日配付 
  ・自立支援協議会の検討事例 ※当日配付 
  ・障害者自立支援協議会委員推薦依頼先一覧 ※当日配付 
 
【議事内容】 

１．開会 

司 会： みなさんこんにちは。まだ遅れている方もいらっしゃいますが、定刻と

なりましたので、開会させていただきます。本日は大変お忙しいところご

出席を賜りまして誠にありがとうございます。ただ今から平成２１年度の

第２回目となります越谷市障害者施策推進協議会を開会させていただき

ます。 
始めに訃報でございますが、ご報告させていただきます。平成２０年８

月から本協議会の委員を務めて下さっておりました小太刀進委員が平成

２２年２月１２日にご逝去されましたので、ご報告させていただき、心よ

りご冥福をお祈りいたします。 
次に、本日ご欠席の方をご報告させていただきます。松田繁三委員、深

代真吾委員、齋藤文利委員から、都合によりまして欠席される旨、ご連絡
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をいただいております。以上、ご報告でございます。 
 

２．会長あいさつ 

司 会： それでは、さっそくですが、会長からごあいさつをお願いしたいと存じ

ます。 
会 長： 皆さんこんにちは。挨拶に入る前に、今、司会の方からご紹介のありま

した小太刀進委員さんですが、ちょうど先週ご逝去されたということもご

ざいますので、この場をお借りしまして、黙祷を捧げさせていただきたい

と思います。ご着席のまま３０秒ほどでございますがご協力いただいてよ

ろしいでしょうか。回数は頻繁ではございませんでしたが、この越谷市障

害者施策推進協議会に多大なるご尽力をいただきました小太刀進さんの

ご冥福をお祈りしたいと思います。 
     黙祷。 
     どうぞお直り下さい。どうもありがとうございました。小太刀さんは障

害難病団体協議会ということで、まさに障がいの問題や難病の問題といっ

た社会的にはマイノリティと言われている問題に対して、大変旺盛なボラ

ンティア精神を持って向き合ってこられた方でございます。この協議会の

メンバーとして、仲間としてご逝去されたことが、大変残念なことではご

ざいますけど、そういった小太刀さんなどに代表される先駆的な取り組み

をされてきた方の思いを是非引き継ぎながら、第２回の施策推進協議会が

実りある協議会となりますように、また、ここでの協議が越谷市の障がい

のある方のお一人お一人の生活の質の向上に繋がることをお約束させて

いただいて、今日はそれをもちまして会長のあいさつと代えさせていただ

きます。本日も忌憚のないご意見をいただければと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 
司 会： ありがとうございました。それでは、協議に入る前に本日の資料等のご

確認をお願いしたいと存じます。 
《資料の確認》 

      それでは、これより議事に入りたいと存じますが、進行にあたりまして

は、条例の第４条第３項の規定によりまして、朝日会長にお願いしたいと

存じます。 
 

３．議事 

議 長： それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきますので、皆さま

方、議事進行にご協力いただければと思います。傍聴者の方はいらっしゃ

らないということでございますので、このまま、さっそく議事に入りたい

と存じます。本日の議事は、「障がい者計画の策定について」と「（仮称）
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越谷市障がい者施設について」の報告と協議事項として「障害者地域自立

支援協議会について」でございます。 
     それではまず、報告事項「障がい者計画の策定について」及び「（仮称）

越谷市障がい者施設について」、事務局からご説明をお願いしたいと思い

ます。 
 

【報告事項】(1)越谷市障がい者計画の策定について 

 事務局： 《補足説明》 
現在の新越谷市障がい者計画については、障害者基本法に基づき、上

位計画である「第３次越谷市総合振興計画」を踏まえ、平成１６年３月

に平成２２年度までの８年間の計画として策定した。また、平成１９年

度には、障害者自立支援法に基づき平成１８年度に策定した「越谷市障

害福祉計画」と整合性を図ったものとして見直しを行った。 
      平成２３年度からの新たな計画を平成２２年度中に策定することと

なることから、策定の際には、施策推進協議会の皆様にもご協力いただ

きたい。 
なお、策定スケジュール等については、決定次第、今後開催される施

策推進協議会の中でご案内させていただきたい。 
 

(2)（仮称）越谷市障がい者施設について 
事務局： 《資料に基づき説明》 
     ・仮称越谷市障がい者施設建設工事 説明会資料（写） 

      《補足説明》 
今後は、平成２３年３月までのスケジュールで建設工事を進めていく。 

       今後も進捗に合わせてご報告をさせていただく。また、ご協議いただ

きご意見を伺う機会を持ちたいと考えている。 
議 長： ありがとうございました。 

     では、ただ今事務局から報告がありました２点、障がい者計画の策定、

といっても２３年度からの障がい者計画を来年度、平成２２年度に策定し

ますよ、という予定のご説明でございましたが、そのことが一つ。それか

らすでに工事が始まっているということでございますけど、（仮称）障が

い者施設の建設について、の関連のご報告でございます。委員の皆様方か

らご意見を頂戴したいと思います。いかがでしょうか。 

委 員： 以前、障がい者計画の策定委員に関わっていて、今までのやり方だと事

務局が早口で全然私はついていけず、分からないまま会議が終わってしま

っていました。この次にまた新しい公募委員になる人が障がい者ですとま

た分からないままで終わってしまうので、今度はもう少し委員皆さんにも
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分かりやすく早口ではないようにお願いしたいです。具体的には、やり方

を変えていただきたいです。今までの会議では資料はぎりぎりで委員に送

られてくるので、早めにお願いしたいのと、分かりやすい資料にしていた

だきたい。また会議の回数を増やしていただきたいのと、みんなで勉強し

たり関係している人に来ていただき説明してもらいたいです。情報公開を

できるように工夫してほしいのですけど、国ではインターネットで情報公

開しているものもあるので、越谷市でもそのような工夫はできないのでし

ょうか。 

議 長： ありがとうございました。来年度、検討される障がい者計画の策定にあ

たっての具体的なご提案ということだと思います。関連するご意見等ござ

いますでしょうか。 

     今、委員さんのお話にもありましたように、例えば国の障がい者施策の

制度改革推進会議では、そこの協議事項をライブで見られるようになって

いるということ、また、資料もほとんど同じ時間帯でネットを経由して取

得できるということ。国の大きな施策としてやっているという背景がある

かもしれませんが、情報公開というのは、そのようなイメージでよろしい

ですか。 

     では、事務局の方から、今日は報告事項でございますので、今の段階で、

もしお考え等あればご説明をお願いいたします。 

事務局： 来年度、策定していくということで、策定の体制等については、事務局

でこれから詰めていくところでございます。ただ、今の計画の見直しのと

きには、施策推進協議会の皆さんにご協議いただいたかと思いますが、大

元の計画を８年前に策定したときには、施策推進協議会がございませんで

した。今回の策定にあたっては、施策推進協議会の皆さまにもご協力いた

だきたいと思っております。それらを含めて、策定の体制等について、今

後どのような方法で行っていくのかということ等について考えていきたい

と思っております。ただ、この施策推進協議会に限って言えば、すでに審

議会ということで、インターネットで会議資料や議事録等を報告すること

になっており、今回の議事録もインターネットの市のホームページで公開

をいたしますので、今後もそのような形で見られるようになると思います。

今までは、１階の情報公開センターで会議資料や議事録を公開していまし

たが、これからはインターネットで見られるようになります。以上でござ

います。 

 議 長： ありがとうございました。よろしいですか。 

委 員： 今回やっと２回目で、会議の回数が年３回だと皆さんも分からないまま

会議が終わってしまうのではないかと思います。インターネットで流すに

しても、それを読むのにも時間がかかるので、なるべく早めのほうが良い
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と思うのですが、いかがでしょうか。 

 委 員： ありがとうございます。私からも少し補足をさせていただくと、障害者

施策推進協議会で障がい者計画の策定についても意見を伺うということ

なのですが、当然、施策推進協議会が、障がい者計画を策定する年度もあ

るでしょうし、進行管理する年度もあると思います。策定となると今、委

員さんがおっしゃるように、確かに平常時の施策推進協議会では足りない

ような感じがします。障がい者計画策定にあたっての分科会というわけに

はいかないと思いますが、回数を充実させることによって十分な審議を図

るというようなことは可能性としてあるのか、定例の年２回や３回の中で

計画を策定してしまうのか、このあたりも含めてお願いしたいと思います。 

 事務局： 実際には委員さんがおっしゃったような形になると思います。前回の見

直しの時には、大元の計画があってそれの見直しということでした。施策

推進協議会の他に庁内の策定委員会も必要となりますし、いろいろな方法

があるとは思います。現在、施策推進協議会では、進捗状況や、その他い

ろいろな障がい福祉の総合的な施策について、ご意見をいただいていると

ころでございますが、来年度に関しましては、策定がありますので、回数

は増えていくものと考えております。 

 議 長： よろしいでしょうか。いずれにしても庁内での調整にも時間がかかるこ

ともあろうかと思いますが、資料はできるだけ早めに委員の皆さま方に十

分にご検討いただけるように配慮していただいて届けていただくという

ことは変らないことだと思いますので、私からもお願いしたいと思います。 

      その他、障がい者計画の方ではよろしいでしょうか。それからこれも確

認ですが、今の平成２１年度の障がい者計画、障がい福祉計画の進捗状況

については、２２年度の障害者施策推進協議会の折に確認をさせていただ

くということでよろしいでしょうか。ということでございますので、今日

は特に資料ということではなくて、策定にあたっての方向性と予定をお知

らせいただいたということでございます。 

      障がい者施設については、いかがでしょうか。前回の施策推進協議会で

も図面が出たのですが、見にくいということもあって、今回はお手元にご

用意いただけたのではないかと思います。先ほどご報告がありました越谷

市障がい者施設については、何かご意見等いかがでしょうか。 

 委 員： こちらの施設は、今のしらこばと職業センターの名前が変ってそのまま

移るという形でよろしいのでしょうか。障がい児、障がい者の数は減って

はおらず、増えています。みのり学園を卒園して西特別支援学校に入る子

どもたちが多すぎて教室が足りないという状況があります。今年は多くて

来年は少ない、また次の年は多いというように周期的な繰り返しの中で、

この障がい者施設は、今のしらこばと職業センターで受け入れられるだけ
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の人数が利用できるのか、それとも大げさに言えば、倍くらいの方の受け

入れ態勢があるのか。どれくらいの人がそこで訓練を受けることができ、

行き場のなくなるような状況はなくなるのでしょうか。 

 議 長： ありがとうございました。もう一度しらこばと職業センターの現状の改

善という部分との関連性と将来の利用見通しをどのように立てて、定員な

どを決めていくのか、そのあたりの見通しはどうなのでしょうか。 

 事務局： まず施設についてのお答えを先にさせていただきたいと存じます。 

      資料をめくっていただいて１枚目の施設の建設についてにある設置機

能と事業概要というところにありますけれども、この障がい者施設につき

ましては、現在のしらこばと職業センターは知的障がい者の通所授産施設

という施設ですが、障害者自立支援法で平成２３年度末までに、新しい法

律である自立支援法に定める新体系のサービス事業所に移行してくださ

いということになっています。この施設を建てて、そこへしらこばと職業

センターが移転することになりますが、そのときに新しい体系のサービス

事業所、具体的には就労移行支援事業と就労継続支援事業Ｂ型という事業

所に移行する予定でございます。当然、その障がい者施設の中に、しらこ

ばと職業センターが移設されるのですが、今までのしらこばと職業センタ

ーというのは、通所者の方だけしか行けませんでしたが、この図面を見て

いただいてもふれあいコーナーや、パンケーキ工房もございます。すぐに

販売できるようになるかは分かりませんが、販売なども行いたいと考えて

おりますので、地域の住民の方とふれあう機会を設けさせていただくこと

や、他の施設の方が授産品の販売を行うことなどもこれから細かく詰めて

いくところであり、そのようなことも想定しているところでございます。

そのため、（仮称）障がい者施設となっておりますが、施設の名称とそれ

とは別に今のしらこばと職業センターが事業所になったときの事業所の

名称などについても今後は考えていく必要があるものと考えております。

施設については、以上です。 

      それから定員についてですが、現在、しらこばと職業センターの定員は、

５７名です。新体系の事業所になったときには、就労移行が６名、Ｂ型が

５４名、合計６０名で今は考えております。以上でございます。 

 議 長： ありがとうございました。委員さんからのご質問に答えていただきまし

た。 

委 員： 私なりの考え方というか整理を加えさせていただきますと、元々、しら

こばと職業センターが越谷市の例えば学校を出た後の活動の場として、全

部受けきれてきたかというと、そうではない事実があったわけですね。だ

から、いろいろな他の活動の場ができたり、そういう中で覚えていくとい

うことなのですけど、それも含めながら障がい福祉計画の中で、そういっ
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た定員の問題などについて、当然将来の見通しを学校の卒業者ですとか、

ニーズ調査などによって見立てた上で、このような数字があがってきてい

るという整理です。ここを全ての障がいのある方の日中の活動の場として、

どのように機能させていけば良いのかということは、越谷市全体の障がい

福祉計画の具体的な数値目標の検討ですとか、必要な社会資源の整備とい

うところで、当然議論していかなければいけないと思いますので、単純に

この６０名が足りるか足りないかということだけではなくて、もっと全体

的な見通しをもって検討していく必要があると思っています。とりあえず、

この規模からして６０人という数字が出ているというふうに理解してい

くことが必要ではないかと私は思います。 

 議 長： 他にはいかがでしょうか。 

 委 員： この障がい者施設の建設についてなのですが、そもそもこの施設という

のは、みのり、あけぼのと３施設を合同して１箇所に集めるという計画で、

たぶん１０年近く前に話が出て、議会を通過してしまった話なのですよね。

その後、いろいろ市役所の方から説明がございまして、いろいろな相談や

地域サービスを総合したセンターにするというようなお話もありました。

西養護学校と言われていた、今、特別支援学校に変りましたが、平成１４、

１５年の頃に、学校としては、しらこばと職業センターに卒業生が全く入

れない状態が何年も続いておりましたので、しらこばと職業センターのた

めだけの移転計画に関しては、反対であるということを越谷養護学校と共

同で越谷市に対して要望書も提出いたしました。その要望書に関しては、

全く何のお返事もございませんでした。その後、いつのまにか、みのり、

あけぼのが合同であるという話が立ち消えになって、しらこばとだけが独

立して一人良い思いをするという形の施設に転化していってしまいまし

た。しらこばと職業センターというのは、本来、学校を出てすぐに就労で

きない子がそこで少し訓練をして、それから社会に出て行くための通過施

設であったはずなんですね。それをつくるのは私は良いことだと思います。

ただ、原則として、このしらこばと職業センターに通所することができる

人は、自分一人で通えるということが原則になっていたはずです。ところ

が、それができなくて、親が送り迎えをしている子が何人もいるというこ

とを現実として私は知っております。そういうルール違反をしている人が

いるにも関わらず、ここでまた、しらこばと職業センターのみを建て直し

てこのようにすばらしい施設にするということは、西養護学校の高等部を

卒業しても受け皿が全くなかったために、育成会や他のデイケア施設が自

分たちのお金で立ち上げてきた施設に対しては、非常に補助金も少ないわ

けです。ところが、しらこばと職業センターには、年間１億５千万という

補助金がおりています。これは、血のにじむような思いをして施設を運営
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している者たちから考えると、うらやましいを通り越して、どうしてこの

ような格差ができるのだろうという、非常に不可解な問題になってきてい

ます。ただ、これをつくることに関しては、もう決まってしまっています

から、そのことに関してどうこう言うつもりはもうないですが、せめてこ

の先、障がい者全体にとって良い施設になるように改善を加えていってほ

しいということと、それからこのような公立の施設以外の施設に関しても

十分な補助金をお願いしたいということを申し上げたいと思います。以上

でございます。 

 議 長： ありがとうございました。 

      関連するご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 委 員： 前回の会議のときにも発言させていただきましたが、同じような気持ち

です。障害者自立支援法に変りまして、３障がい一緒にというところがあ

って、どうも精神障がい者の方の福祉の問題では、大分遅れをとってきて

いるというところがありますので、今後の運営について考えるときには、

３障がいの方が利用ができるような、広い意見を是非組み入れていただい

て、運営についての話し合いをしていただきたいと思います。 

 委 員： 私なりに整理をさせていただきますと。これは、ハードとソフトという

ことで言えば、ハードの面については、すでに建設計画という形で進んで

いるということだと思います。それに対してソフトの部分では、現状に合

わせてソフトの部分をスタートさせるのか、その現状を含めた上で、これ

から改善や変化を加えるのかによって、これからの方向性は大分変ってく

ると思います。ですから、確かに就労継続支援という形でそこにずっとい

ることだけを当然とするのか、今の現状を受け止めながらも例えば他の就

労機会に結び付けていくことに力を注いでいくか、他の障がいの方にも窓

口を広げていくか、ということも含めたソフト面の対応というところでは、

これからまだハードはできてもソフトについては、さらに検討を加えたり

工夫をする必要があるのではないかと思います。 

 議 長： 他にはいかがでしょうか。 

 委 員： しらこばと作業所については、私も勉強不足で全容が見えておりません。

今、委員さんのご意見などを伺って、そういうこともあるのかと驚いてお

ります。私からは、こんな立派な施設ができますので、ここに通って活動

する人もいるでしょうけど、働く人たち、いわゆる職員、受付であれ、掃

除であれ、相談支援の窓口であれ、そういう人たちに是非、障がいのある

当事者を雇用していただきたいと思います。実は、常々思っておりますが、

理念でしっかりとうたいあげていても、例えば市役所の窓口であるとか、

ほっと越谷とか、花田宛であるとか、そういうところで、障がいがあって

も仕事ができるであろう部署に障がいのある人が見当たらないのです。残
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念ながら。適応支援で職場実習ということでは、時々あるのですが、是非、

そういう公的な場所、窓口、そして新しいこの施設に是非、雇用していた

だきたいと思います。 

 議 長： ありがとうございました。他に関連するご意見はありますでしょうか。

なければ報告事項は終わりたいと思いますが。 

 委 員： 新しい方の障がい者施設につきましては、皆様から見ると、せっかくこ

れだけの資源なのに、ということでいろいろなお考えがあると思います。

ただ、一つ贅沢を言わせていただければ、ハードをつくるときというのは、

一度つくってしまうと、内容が決まってしまう部分がありまして、少しで

も意見が出せればもっと良かったのではないかという感じはしておりま

す。 

      それから、もう一点、内容につきましては、不特定多数の地域の人たち

が利用できるようなというところは、これからももっともっとそのハード

の部分の検討も加えていかないといけないのではないかという感じはし

ております。 

      それから最初の方に戻りまして、やはり計画の方はつくり方の問題の中

で、こちらのメンバーがきちんと議論できるということもさることながら、

事前に今までの計画が何だったのか、特に量的な意味でも大切かもしれま

せんが、質的な意味で実はこれだけの問題が残っているということをしっ

かりとえぐり出すようにしておかないと本当に上っ面だけの計画になっ

てしまうのではないかということがありますので、その辺は私たち委員が

かなり気を引き締めておかなければならないのではないかと感じており

ます。以上です。 

 議 長： ありがとうございました。事務局からこれまでのところに対して何かよ

ろしいですか。 

 事務局： １点だけ先ほど委員さんからお話のありました、しらこばと職業センタ

ーに１億５千万円の補助が出ているというお話しがございましたが、勘違

いをされていてはと思いまして、少しお話をさせていただきます。しらこ

ばと職業センターは、市が運営している施設になりますので、事業費とし

て、１億５千万円程度が市から出ているということを言われているのかと

解釈をさせていただいたのですが、補助金という形では出してはおりませ

んので、その点について、ご説明をさせていただきました。以上でござい

ます。 

 議 長： ありがとうございました。それでは、報告事項については、以上とさせ

ていただきますが、先ほど事務局からもご説明ありましたように計画にし

ても、新しい障がい者施設にしても、さらにその進捗状況をこの協議会で

ご説明いただけるということでありますので、是非そのタイミングを計り
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ながら、情報提供をしていただきたいということで、まとめさせていただ

きたいと思います。 

     次に協議会に入るところですけど、区切りが良いので、やや早目ですが

ここで休憩をいれたいと思います。 

 

【協議事項】障害者地域自立支援協議会について 

議 長： では、協議事項に入りたいと思います。「障害者地域自立支援協議会に

ついて」事務局からご説明をお願いいたします。 

 
事務局： 《資料に基づき説明》 
     ・障害者地域自立支援協議会の概要 

 ・越谷市障害者地域自立支援協議会に関する要領 
       ・自立支援協議会の検討事例 

 ・障害者自立支援協議会委員推薦依頼先一覧 
      障害者自立支援協議会委員推薦依頼先一覧 訂正事項 
        ・『６号委員』の委員構成 
         (誤)保険医療関係者 ⇒ (正)保健医療関係者 
      《補足説明》 
       ・設置根拠については、障害者自立支援法第７７条に、設置が義務づ

けられている。本市の自立支援協議会については、本年度中の設置

に向けて、去る１月８日に「越谷市障害者地域自立支援協議会に関

する要領」を策定した。 
      ・障害者施策推進協議会は、障がい者に関する施策の推進を図るため

に設置され、障がい者計画や越谷市の障がい者福祉に関する施策全

般に対してご意見やご協議をいただく、いわゆる市長の附属機関と

して、条例で設置されている。自立支援協議会については、地域の

困難事例や相談支援事業所をはじめとするそれぞれの団体や機関

が横の連携を図ることによって、障がい者の個々の支援を行うこと

が主な目的・役割となる。そのため、会議の結果を施策に反映させ

るような意見の集約は行わない会議形式、懇談会形式の組織として

要領での設置とし、役割や位置づけについて、市長の附属機関とし

て条例設置されている障害者施策推進協議会との違いを明確化さ

せている。 
      ・協議会委員の推薦依頼については、１月中旬に相談支援関係事業者、

障がい福祉サービス事業関係者、関係行政機関、関係教育機関、保

健医療関係者、学識経験者の各団体に委員推薦の依頼を行い、また、

障がい者相談員については、直接相談員さんに依頼を行った。２月
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１８日までに２団体を除き回答をいただいており、推薦された方に

委員としてご協力いただくための同意書を送付する手続きを行っ

ている。 
議 長： ありがとうございました。事務局から３つの分野に分けてのご説明をい

ただいたところでございます。最初が国の規則に基づく自立支援協議会の

概要と、現在越谷市で考えている構造、組織、機能についてお話をしてい

ただきました。２番目は具体的な個別支援会議のイメージということで、

例えばこのようなケースについて個別支援会議が行われ、必要に応じて専

門部会の提案などが行われるであろうというイメージをご説明いただき

ました。最後は具体的な委員の推薦の依頼とその状況についてでございま

す。 
     では、委員の皆様方から今の説明に対しまして、ご意見、ご質問等をい

ただければと思います。 
委 員： 先ほどの自立支援協議会の施策提言の事務局からの説明では、提言はし

ないということでしたが、施策推進協議会の方でもやっていくということ

でした。そのように考えると年３回の会議だけでは回数が足りないと思い

ます。先ほど事務局から事例を含めて説明していただきましたが、この中

に施策推進協議会が全く入っていないというのはいかがでしょうか。例え

ば社会資源のところでマイナスになっているのですが、これは社会資源が

ないということでマイナスになっているのか、また、それを施策推進協議

会で意見を伺っていくのか、それを聞きたいです。それから最後の方で、

自立支援協議会の委員の方は、サービス提供者の方々がほとんどだったの

ですが、利用者の方が代表で入っていないのはどういうことでしょうか。 
議 長： ありがとうございました。第１点は、組織図のところで、施策推進協議

会に自立支援協議会から報告などが両方向であるわけですが、例えば示さ

れた事例などで拝見すると、施策推進協議会での検討が必要な内容である

にも関わらず施策推進協議会の回数が少ないので自立支援協議会からの

報告を受けても検討する機会が減ってしまうのではないか、ということと、

それからそもそも自立支援協議会で検討したことをどのような形で施策

推進協議会に報告などを行うのかという仕組みが見えにくいということ

だと思います。 
     それから２番目は、自立支援協議会の委員に、いわゆるサービス利用者

としての障がいのある当事者の人が含まれていないのではないかと、それ

はどういう理由からでしょうか、というご質問だったと思います。 
委 員： 先ほどのご意見と少し似ているのですが、今の自立支援法はとても複雑

で、障がい者もサービス提供者もとても苦しんでいるということをよく聞

きます。当事者やサービス提供者の中からいろいろな案が出てくると思い
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ます。いろいろな実態を踏まえて案が出されてくると思いますので、組織

図の中にそうした流れが見えないのはおかしいと思いました。 
議 長： ありがとうございました。他に関連するご意見やご質問はありますでし

ょうか。では、このあたりで事務局から今のご意見について、ご説明をい

ただきたいと思います。 
事務局： それではまず、自立支援協議会と施策推進協議会の関係についてのご質

問にお答えします。まず、自立支援協議会の定例会については頻繁にでき

ないため、四半期に１回位のペースで考えております。この定例会は、先

ほどの推薦依頼先の一覧にありましたような団体さんの各現場の実務者

レベルの方にお集まりをいただき、地域の具体的なご意見をいただきます。

他市の場合は、この上に全体会とういうものがあり、越谷市でいう施策推

進協議会のような位置付けとなっていますが、本市では違った考え方を持

っています。越谷市でイメージしているのは、定例会の前の段階で、専門

部会を設け、特定の事例について、調査・検討を行います。専門部会は随

時開催となりますので、ある程度の回数になってくると思います。なお、

他市では毎月開催しているところもございます。組織としては、事務局会

議、専門部会等で出された色々な意見について、定例会に報告・提案しま

す。それら全てを施策推進協議会に説明をしていくということになるとか

なりの時間を要してしまいますので、必要に応じて施策推進協議会にあげ

させていただくということになります。そのため自立支援協議会で解決で

きることを、改めて施策推進協議会でご協議をいただくというようなイメ

ージは持っておりません。報告の中で、再検討、再調査、協議が必要との

ご意見が出された案件について、施策推進協議会の中で協議をしていただ

きたいというようなイメージでございます。 
     それから、当事者の方、サービス利用者さんが参画していなくて良いの

かという話ですが、先ほども申し上げましたように他市では障がいのある

方がメンバーに加わっているところもあります。しかし、こうした市の自

立支援協議会では、障がい者に関する施策の検討や、障がい者計画などの

検討をしているところがあり、いわゆる本市における施策推進協議会の役

割も担っています。本市においては、その部分を施策推進協議会が担って

いますので、本市の自立支援協議会については、現場の実務を担当される

方としております。例えばそこに障がい者の方に加わっていただいたとし

ても、知的障がいの方、精神障がいの方、また身体障がいの方であれば目

が不自由な方、耳が不自由な方、内部に疾患がある方、手足が不自由な方

など大勢いらっしゃいますので、例えば目が不自由な方の事例を検討する

ときに、内部障がいの方などにご意見を求めたとしても、直接的なご意見

をいただくことは難しいであろうということがあります。そこで、協議会
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メンバーに入るのではなく、専門部会で特定の事例を調査・研究をしてい

くときに、そこに障がいのある方をお招きしてご意見をいただくというこ

とを考えています。このようなことから、最初からメンバーに加えるので

はなく、専門部会で必要に応じて外部委員という形で、随時、お呼びをし

ていくというイメージを持っております。この施策推進協議会には、障が

いの当事者の方が複数参加されており皆様にいろいろな意見をいただい

ておりますので、越谷市の体制としましては、全体として他市の体制と変

りがないものと認識しております。以上でございます。 
議 長： ありがとうございました。いかがでしょうか。 
委 員： 今、事務局からご説明いただいたと思いますが、少しお伺いしたいこと

がございます。新しく設置される協議会の中に、障がいが多様なので特定

の事例について、協議会の中に障がい者を入れても専門的な分野になると

答えられなくなるということがありましたが、この施策推進協議会の中に

は障がい者本人が入っていますが、その辺の違いをもう一度説明していた

だきたいと思います。 
議 長： 障がいの種類が違うということで、自立支援協議会の障がい当事者の参

加が難しいということであると、施策推進協議会も種類の違う方たちが集

まっているので理屈が合わないということだと思います。それをどのよう

に説明されますか。 
事務局： 先ほど自立支援協議会の根拠等について、条文等をお読みした中で少し

ふれさせていただいたのですが、障害者地域自立支援協議会につきまして

は、最初の図の一番下に個別支援会議というものがございます。これは、

ある特定の障がいのある方の事例について、どのように支援をしていこう

かというような会議となります。一人ひとり、個人個人の問題について、

どう関わっていこうかというケア会議になります。そこで解決できなかっ

た困難事例などについて、自立支援協議会の中でいろいろな関わりのある

方々から意見をいただきます。そして、今後その方に対して、どのように

支援をしていけばよいのかというような方向性を見出すための会議と捉

えておりますので、この自立支援協議会は、障がい者個々人に対してどの

ように取り組んでいけばよいかという個別の事例を検討する場と考えて

おります。これに対して、施策推進協議会は、障がい者計画や障がい者福

祉全般に関わるご意見をいただく場というように整理をさせていただき

ました。分かりづらいかもしれませんが、自立支援協議会の中では、最初

からメンバーに入っていただくのではなく、先ほど申し上げましたように

専門部会、特定の事例についてもっと研究しましょうとなったときに、そ

の障がいに関わる方に参加をしていただきたいと考えております。ですか

ら自立支援協議会は一人の方がどんな障がいについても参加してご意見
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をいただくということではなく、それぞれの事例に応じて、いろいろな方

に入れ替わり参加をしていただきたいと考えております。この施策推進協

議会は、全体の事項についてご協議をいただく場ですから、メンバーを委

員さんとして最初から固定させていただくというようなすみ分けをさせ

ていただいております。 
議 長： よろしいでしょうか。 
委 員： お二方の委員さんから出たように、越谷市の場合には施策推進協議会と

いう他市にはない協議会があるという中で、障害者自立支援法に基づく地

域自立支援協議会を設置するという状況で、なかなか委員さんお一人おひ

とりにとっても分かりにくいということがあると思います。ということは、

お一人おひとりの市民の方にとっても役割を理解するのが難しい面があ

りますが、このあたりは両方合わせれば私は漏れはないと思います。それ

ぞれの協議会で、どのようなところに重点を置くかということが大事なの

で、全体として捉えていくことが、特に越谷市の場合には、施策推進協議

会があるので、これを含めた全体像を理解することが大事だと思います。

ただ、その役割については、きちんと誰もが理解できるように説明をして

いくことが必要だと思いました。それと専門部会のあり方で先ほどの事務

局のご説明では、そこに必要に応じて個別の障がいがある方、当事者が参

加することもあるということでした。例えばこの施策推進協議会からの、

今日は提案というまではいかないと思いますが、サービス利用者の声を反

映しないサービス提供者というのはありえないわけですので、そうなりま

すと専門部会の中に、サービス利用者という専門性を持った人たちが集ま

る部会などを設置して議論すべきであるなどといったことは、施策推進協

議会が自立支援協議会の動きを見て提案できることではないかと思いま

す。元々、この推薦依頼先を見てもわかるように、制度としては相談支援

事業者の質を向上させて、個別の困難と言われている事例に対して知恵を

持ち寄って検討していこうということなので、どうしても結果的にはサー

ビス提供者側が多くなってしまうという嫌いがあると思います。これだけ

ではやはり先ほど言いましたように、サービス利用者なくして提供者はな

いわけですから、この仕組みの中でそれを具体的にどう実現していくかと

いうことが、とても大事なので、例えば、専門部会に利用者部会というも

のを設けてほしいとか、そういったものをどんどん提案していくことが大

事なのだと私は思います。 
議 長： 他によろしいでしょうか。 
委 員： 地域自立支援協議会を検討される中身というのは、検討する事例をみて

もとても勉強になることで、私はこういうことをどんどん学んでいきたい

と思っています。この協議会が行われる際には、傍聴はできるのか。かな
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りプライバシーの問題が含まれているので、できれば自分の向上心を高め

るためにも傍聴したいのですが。 
事務局： 傍聴ということですが、冒頭で申し上げましたように、審議会ではなく、

一つの会議の開催ですから、現在のところ傍聴は考えておりません。場合

によっては実名をあげて検討しなくてはならないなど、かなりプライベー

トなところに入り込んだ会議となることも考えられますので、一つの会議

ということで傍聴は考えておりません。 
議 長： よろしいでしょうか。 
委 員： いろいろな地域の取り組みによっては、もちろん固有名詞やプライバシ

ーについては出せませんが、取り組みの状況を例えば一つの経過としてま

とめて、それが良い支援の好事例になるのであれば、それを公表すること

によって、関係者のものとして共有していくというような方法もあります

し、また、自立支援協議会の中でご検討いただいて、こういったケースに

ついてはこういう取り組みによって問題解決しましたとか、なお課題に残

っていますということを公表したり、積極的にＰＲしていくということは、

あり得るのかなと私個人的には思います。 
議 長： 他はいかがでしょうか。 
委 員： 素朴な疑問ですが。一番大事なのは、その人が暮らしていく場です。暮

らしていく隣近所、本当に身近なその人が暮らしていくその場所をどうす

るかということだと思います。例えこのような協議会で机上でその人を中

心に話が進んでいったとしても、果たしてこの当事者、相談者本人にとっ

て毎日の暮らしをどうしていくかという本当の支援をどこまでしていけ

るのでしょうか。机上のなんとかとやらにならないだろうかと、私自身が

当事者ですので、一番大事なのは、このような話し合いの場もそうですが、

自分の隣近所の関係や自治会長さん、民生委員さんとの関係性です。自治

会長さん、民生委員さんは自分の地元にこういう障がいを持って病院に長

く暮らしている方がいるんだということを知ってもらうということが非

常に大事なことで、それが見落とされて、いくら専門の立派な方々が話し

合いを持ったところで、どうなのでしょうか。例えば就労に関して、障が

いのある人が職場に行く場合、ジョブコーチと一緒に行ったりします。そ

ういう人、そういう関係を持つ人がその人の暮らしていくまちに、すぐそ

ばに必要ではないかと思います。私が住んでいるまちに、小さな喫茶店が

ありまして、そこに長々と居る人がいました。みなさん不審な目で見てい

るのですが、実はあるところで、その人が参加している会に私も出くわし

ましたら、長く病院で暮らしていて、地元で暮らしている方でした。それ

を知ったときから私は、その人に対する見方、その喫茶店に対する考え方

が変わりました。だからやはり地域で会長さんなり民生委員の方に、まず
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分かってもらうことも必要なので、本当にその人の地元に根付くものをつ

くるとしたら、自立支援をつくるとしたら、そういう人もここに関わって

しかりだと思います。それからもう一つ、自立支援協議会で例えば解決さ

れた後に、その当事者が私どもの施設にいらっしゃるという場合もきっと

あるような気がします。ですから、どういうことで自立支援協議会でこの

事例は解決したと判断するのか、そのあたりが非常に難しいと思います。

だから、同じ当事者がもう少し協議会に早めに関わる、最初から関わると

いうことは大事なことではないかと思います。本質をしっかりと、本質解

決をしっかりと見つめていかないといけないと思います。 
議 長： ありがとうございました。 
     議長なりに解釈をさせていただければ、会議ということで机上といいま

すか、そこの場面だけで終わるのではなくて、実践とどうやって結びつけ

ていくかというところまできちんと踏まえた協議会でないと意味がない

ということだと思いますし、当事者の方の参加というのは、その協議会の

メンバーということもあるかもしれないですが、早い時点で必要な関係者

なり当事者の方なりの参画を促せるような仕組みが必要だというご意見

だと思います。 
     関連するご意見、ご質問はよろしいでしょうか。 
委 員： そうなりますとこの自立支援協議会を活発に運営していくためには、や

はり専門部会がとても大切になってくると思います。先ほどお話がありま

したが、越谷市は越谷市なりの、就労の部会を立ち上げて障がい者の方の

就労を一生懸命考える専門の方たちのつながりをきっちりつくっていた

だくことや、越谷市内の精神障がい者の方のサービスを行っている方、相

談を行っている方、ご家族の方々が集まって精神障がい者の方がより多く

生活するために、困難事例をどう解決しいていくかという精神の専門部会

をつくるということなど、今この時点では専門部会は立ち上がっていない

のですが、定例会の第１回目ができたと同時に、どんな部会をつくってい

こうか、しっかり定例会で話し合っていく。そしてすぐにいろいろな専門

部会ができていくようにする。というのが、とても大切ではないかと思い

ます。 
議 長： ありがとうございました。 
委 員： 自立支援協議会と施策推進協議会との関係について、施策推進協議会は、

障がい者の施策をやらなければならないし、必要な社会資源の提言をして

いかなければならないので、とても忙しく、年４回の定例会があるなら、

それに合わせて施策推進協議会も行ってほしいのですが、話を聞くと自分

たちもやらなければいけないけれど、自立支援協議会の方も忙しくなって

いくのだなあと思いました。時間が短くて、この協議は自立支援協議会、
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こちらの話は施策推進協議会というようになると両方の協議会の委員が、

ごっちゃになってしまうのではないかと思うのですが、役割をきちんとし

てほしいと思います。 
委 員： 私の意見が間違っていたら事務局の方で修正していただきたいのですが、

私も別の自治体で自立支援協議会に関わらせていただいておりますが、自

立支援協議会の私の個人的なイメージですと、いろいろな個別の事例があ

がってきます。そして、それに対して、今どのような問題が起きているの

かということを、実際に具体的にまず越谷というところで整理してみると

いうのが、自立支援協議会の第一歩なのかなというふうに考えております。

実際、どこまで本当に対応できるのかというとなかなか難しくて、まずど

んな事例がこの越谷の中にあるのか、例えば、ある程度お年を召していら

っしゃって、社会資源の社会福祉サービスを適切に使えていない非常に地

域の中で困ってらっしゃる方がこういう形でいたとか、そういう具体的な

事例などがたぶんでてくるのではないかなというふうに私個人的には考

えております。それに対して、定例会のもう一つのメリットというのは実

務者の方が多くいらっしゃるので、こういった場を通じて、こういったこ

とが行われていると、そうすればみんな自分のことだけ考えるのではなく

て実務者のレベルで連携していこうということになるのではということ。

正直言って今おっしゃったようにこれだけの会議でできるわけがありま

せん。そうしましたら最初に実務者レベルで連携しようということ、それ

から、実はこの自治体の中にはこれだけサービスから漏れている人がいる

ということ、そして、特に今おっしゃっていただいた地域との関係でこれ

だけ困っている人がいるということ、そういった認識を個々の具体的な事

例などを通じてまず認識させていただくというのが、自立支援協議会なの

かなというように考えております。それに対して、今おっしゃっていたよ

うに越谷市施策推進協議会はそれ以前に計画等がからんでおりますので、

計画は計画でこれはまた大変な作業でございます。そういったことについ

て、それはそれなりに時間をかけて練らないといけない、ということで、

それぞれの役割といいますか、限られた中でやれることというのは少し毛

色が違うのかなというように考えております。ただ、それはそれぞれとて

も大切な役割だし、それぞれの役割をきちんと果たさないと越谷の中でサ

ービスにうまく結びつかないで困っていらっしゃる方が出てくるのでは

ないのかなと考えております。 
 

４．その他 

議 長： ありがとうございました。 
     それではそろそろ時間の方も迫ってまいりましたので、この協議事項に
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ついて、まとめさせていただきたいと思います。 
     事務局から自立支援協議会の組織、役割、機能などについて、説明があ

りました。それに対して委員の皆様方からは、組織のありようについては、

概ね理解をいただいたということだと思いますが、実際にはそこに魂を注

ぐというか、本来的な意味での自立支援に向けた実質的な討議ができるよ

うな仕組みを是非検討していくべきだということ。それには、委員の推薦

依頼というところでは、サービス支援事業者や関係者という制約はありま

すが、サービス利用者の当事者としての参画について、あらゆる工夫をし

て、その参加を保障していく必要があるのではないかということだと思い

ます。そして、全体としては、今日の報告事項にもからむのですが、施策

推進協議会が、開催回数が限られているという中で、自立支援協議会から

の全体的な問題としての報告が持ち上がったときに、そこにきちんと提案

できるような回数なり、あるいは進め方についても合わせて検討していく

ことが必要であると、このような形で皆さんからのご意見をいただいたも

のとしてまとめさせていただきます。 
     よろしいでしょうか。 
委 員： 了承 
議 長： それでは、用意いたしました議題については、以上とさせていただきた

いと思います。これをもちまして議長の役を降ろさせていただいて、マイ

クを事務局にお返ししたいと思います。ありがとうございました。 
 

５．閉会 

司 会： ご審議大変ありがとうございました。 
     事務局からの事務連絡は特にございませんので、最後に星野副会長の方

から閉会のごあいさつをお願いしたいと存じます。 
副会長： 皆様、長きに渡って活発なご議論お疲れ様でした。１点、今までのすば

らしい議論を見ていて思いましたのは、自立支援協議会が本当に実務者レ

ベルで、特に現地でこういったことで困っている、特にこういったことで

サービスが使えず、こういった不利益を受けている人たちがいるという声

があったら、それは報告ということで、事務局の方々を信頼しております

が、きちんとそのデータなり、実態なり、特に質的なものについては、き

ちんと特に越谷の市役所機能に伝えていただき、推進協議会等に伝えてい

ただくということは、きちんと担保はとっていただきたいと思っておりま

す。それをしないと、私も昔、他市の職員だったときに、どうしてこうな

るまで放っておかれたのという事例がいくつかありました。ここで資源と

言われているようなサービスは、本来、制度的にはあったのに、どうして

そういうものから結びつかずにこうなってしまったのかということが、何
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件かございまして、すごく切ない思いをしたことがございました。そうい

ったことが少しでもなくなるように、お役に立てるように、自立支援協議

会は、そういった事例等の現実をしっかり見据えて、特に越谷市にこうい

ったことがあるのではないかということを見据えて、またそれをきちんと

越谷市なり、こちらの施策推進協議会の方に報告をしていただくと。そし

てまた、施策推進協議会は計画に現実的に反映していくという、こういっ

た役割分担をきちんとしていくことによって少しでも一歩でも前進でき

ればいいのではないかということを感じさせていただいた次第でござい

ます。ということで、雑感ではございますが、以上で私のコメントとさせ

ていただきたいと思います。 
司 会： ありがとうございました。 
     委員の皆様には長時間に渡りましてご審議大変お疲れ様でございまし

た。以上を持ちまして、第２回越谷市障害者施策推進協議会を閉会といた

します。大変ご苦労様でした。 
 


